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全
労
連

報
告
や
決
意
が
語
ら
れ
ま
し
た
。

　
県
労
連
は
当
日
、
遊
学
館
を

視
聴
会
場
に
し
て
集
団
視
聴
を

行
い
ま
し
た
。

　
こ
の
集
会
に
は
、
山
形
県
の

　
全
労
連
は
六
月
二
八
日
、
初

め
て
の
オ
ン
ラ
イ
ン
集
会
「
コ

ロ
ナ
禍
に
克
（
か
）
つ
！
い
ま

で
し
ょ
！
最
低
賃
金
全
国
一
律

一
五
〇
〇
円
」
を
開
き
、
全
国

を
中
継
し
て
最
賃
運
動
を
交
流

し
ま
し
た
。

　
黒
澤
幸
一
事
務
局
次
長
、
竹

信
三
恵
子
和
光
大
学
名
誉
教
授
、

中
澤
秀
一
静
岡
県
立
短
期
大
学

准
教
授
が
討
論
を
行
い
、
全
国

各
地
か
ら
リ
レ
ー
中
継
で
運
動

吉
村
美
栄
子
知
事
よ
り
メ
ッ
セ

ー
ジ
（
別
掲
）
が
寄
せ
ら
れ
ま

し
た
。
山
形
県
が
二
〇
一
七
年

度
か
ら
ラ
ン
ク
制
度
の
廃
止
、

全
国
一
律
へ
の
適
用
を
行
う
よ

う
国
に
提
言
し
て
き
た
こ
と
、

知
事
が
リ
ー
ダ
ー
を
務
め
る
全

国
知
事
会
「
男
女
共
同
参
画
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
」
な
ど
で

国
に
提
言
を
続
け
て
い
る
こ
と

が
紹
介
さ
れ
ま
し
た
。
全
労
連

の
集
会
に
、
都
道
府
県
知
事
が

メ
ッ
セ
ー
ジ
を
寄
せ
る
の
は
初

め
て
で
す
。
（
関
連
記
事
＝
裏

面
）

し
た
。
県
医
労
連
か
ら
上
田
潤

書
記
長
も
参
加
し
、
「
看
護
師

の
都
市
部
流
出
を
防
ぐ
た
め
に

も
全
国
一
律
最
賃
を
」
と
呼
び

か
け
ま
し
た
。

　
審
議
会
で
は
、
使
用
者
代
表

が
引
き
上
げ
に
対
し
て
慎
重
姿

勢
を
示
し
ま
し
た
。
一
方
、
労

働
者
代
表
は
、
「
コ
ロ
ナ
と
最

賃
を
ご
っ
ち
ゃ
に
し
て
は
な
ら

な
い
。
大
変
な
時
期
だ
か
ら
こ

そ
生
活
で
き
る
最
賃
を
求
め
、

底
上
げ
を
は
か
る
こ
と
が
必
要

だ
」
と
語
り
ま
し
た
。

　
山
形
地
方
最
低

賃
金
審
議
会
の
開

始
日
の
七
月
二
日
、

県
労
連
は
山
形
労

働
局
が
あ
る
山
交

ビ
ル
前
で
街
頭
行

動
に
取
り
組
み
ま

し
た
。
コ
ロ
ナ
禍

の
時
期
だ
か
ら
こ

そ
、
雇
用
と
営
業

を
守
り
、
購
買
力

を
高
め
て
景
気
を

回
復
す
る
こ
と
が

必
要
だ
と
訴
え
ま

第１回最賃審議会に合せ
街頭署名行動

県
労
連
は
会
場
を
開
設

集
団
で
視
聴

　全国労働組合総連合の皆様におかれましては、賃金底上げや労働条

件の改善など、労働者の福祉向上に多大なる御貢献をいただいている

ことに、深く敬意を表する次第であります。

　また、新型コロナウイルス感染症の感染拡大に伴い日本経済が厳しさ

を増す中において、労働者の雇用を守るために御尽力いただいており、

心から感謝申し上げます。

　さて、都道府県ごとに定められる「地域別最低賃金」は、産業や職種

を問わず、全ての労働者と使用者に適用されるものであり、地域の賃金

水準に大きな影響を与えるものであります。

　令和元年度の最低賃金改定において、中央最低賃金審議会が示し

た目安額は、東京などのＡランクが２８円であったのに対し、本県を含む

Ｄランクは２円少ない２６円であり、最低賃金の最上位と最下位の差は

改定後２２３円とその格差が拡大しております。

　この地域間格差が、人口の都市部への流出を招く大きな要因であり、

地方創生に逆行する構造上の問題であることから、この問題点を見直

し、最低賃金の地域間格差の是正が必要だと考えております。

　こうしたことから、山形県では平成２９年から「政府の施策等に対する

提案」において、「最低賃金のランク制度を廃止し、全国一律の適用を

行う」よう提案してきたところであります。

　さらに、私がリーダーを務める「全国知事会 男女共同参画プロジェクト

チーム」など、様々な機会を通して「全国一律の最低賃金制度の実

現」について、政府に提言を続けているところであります。

　今後とも、人口の都市部集中の大きな要因である賃金の地域間格差

の是正に向けて、引き続き、様々な機会を捉えて政府に働きかけてまい

りたいと考えておりますので、全国労働組合総連合の皆様におかれまし

ても引き続き御理解と御協力を賜りますようお願いいたします。

令和２年６月２８日

 山形県知事 吉村 美栄子

山形県知事のメッセージ
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コ
ロ
ナ
危
機
打
開
へ
共
同
し
て
力
合
わ
せ
よ
う

「
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
県
民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

や
ま
が
た
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
」
が
発
足

　
『
コ
ロ
ナ
危
機
を
打
開
す
る

運
動
を
共
同
の
力
で
推
進
し
よ

う
』
⒅
「
新
型
コ
ロ
ナ
か
ら
県

民
の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る

や
ま
が
た
共
同
ア
ク
シ
ョ
ン
」

発
足
会
議
が
六
月
二
十
一
日
、

山
形
市
の
山
形
テ
ル
サ
で
開
か

れ
ま
し
た
。
当
面
一
〇
団
体
で

発
足
し
、
当
日
は
三
〇
人
が
参

加
し
ま
し
た
。

　
呼
び
か
け
人
を
代
表
し
て
外

塚
功
弁
護
士
が
、
「
コ
ロ
ナ
禍

に
よ
る
非
正
規
労
働
者
や
業
者

か
ら
の
相
談
は
深
刻
だ
。
県
民

の
い
の
ち
と
暮
ら
し
を
守
る
た

め
奮
闘
し
よ
う
」
と
あ
い
さ
つ

し
ま
し
た
。

　
続
い
て
、
山
形
県
か
ら
地
域

福
祉
推
進
課
長
の
星
孝
浩
氏
と

中
小
企
業
推
進
課
長
の
早
坂
誠

司
氏
が
そ
れ
ぞ
れ
コ
ロ
ナ
対
策

の
県
の
施
策
な
ど
の
説
明
・
報

告
を
う
け
ま
し
た
。
ま
た
、
発

足
会
議
に
は
、
舟
山
康
江
、
芳

賀
道
也
両
参
議
院
議
員
か
ら
メ

ッ
セ
ー
ジ
が
寄
せ
ら
れ
、
紹
介

さ
れ
ま
し
た
。

　
県
労
連
の
勝
見
忍
議
長
か
ら
、

「
コ
ロ
ナ
禍
に

よ
り
県
民
の
い

の
ち
と
暮
ら
し

を
守
る
運
動
を

推
進
す
る
」
こ

と
を
目
的
に
、

今
後
の
活
動
と

し
て
、
相
談
対

応
、
行
政
へ
の

要
請
、
学
習
・

宣
伝
に
取
り
組

む
こ
と
な
ど
が

提
案
さ
れ
、
承

認
さ
れ
ま
し
た
。

　
討
論
で
は
、

労
働
相
談
セ
ン

タ
ー
、
山
商
連
、

医
労
連
、
県
教
組
山
形
地
区
支

部
、
農
民
連
の
代
表
が
取
り
組

み
状
況
な
ど
に
つ
い
て
活
発
に

発
言
し
ま
し
た
。
最
後
に
民
医

連
の
中
島
幸
裕
会
長
（
当
時
）

　
県
労
連
は
六

月
一
五
日
、
全

労
連
東
北
・
北

海
道
両
地
方
協

議
会
と
連
名
で
、

河
西
直
人
山
形

労
働
局
長
と
吉

村
美
栄
子
山
形

県
知
事
に
「
最

賃
引
上
げ
と
中

小
企
業
支
援
拡

充
を
求
め
る
要

請
」
を
行
い
ま

し
た
。
両
地
方

協
議
会
と
と
も

に
毎
年
実
施
し

て
き
た
「
最
賃

キ
ャ
ラ
バ
ン
」

を
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
防
止
の

た
め
他
県
と
の

が
閉
会
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し

た
。

　
役
員
と
し
て
、
代
表
に
外
塚

功
弁
護
士
、
本
間
修
・
民
医
連

会
長
（
現
）
、
事
務
局
長
に
勝

見
氏
を
選
出
し
ま
し
た
。
今
後

も
参
加
団
体
を
広
げ
る
こ
と
に

し
て
い
ま
す
。

応
援
交
換
は
せ
ず
、
「
統
一
行

動
」
と
し
て
実
施
し
た
も
の
で

す
。

　
勝
見
忍
議
長
ら
参
加
者
は
、

地
域
間
格
差
に
よ
る
大
都
市
部

へ
の
人
口
集
中
・
感
染
拡
大
を

避
け
、
最
賃
近
傍
の
賃
金
で
働

く
ラ
イ
フ
ラ
イ
ン
を
支
え
る
労

働
者
の
雇
用
と
生
活
を
守
る
た

め
に
も
、
中
小
企
業
支
援
の
抜

本
拡
充
と
合
わ
せ
て
「
コ
ロ
ナ

禍
だ
か
ら
こ
そ
全
国
一
律
、
時

給
一
五
〇
〇
円
以
上
を
」
と
主

張
し
ま
し
た
。
労
働
局
で
対
応

し
た
阿
部
浩
志
賃
金
室
長
ら
は
、

要
請
事
項
を
審
議
会
や
厚
労
省

本
省
に
伝
え
る
等
と
回
答
。
県

で
は
、
鏡
睦
子
中
小
企
業
振
興

課
長
補
佐
ら
は
、
コ
ロ
ナ
禍
中

の
今
年
も
、
国
に
対
し
て
、
最

賃
の
ラ
ン
ク
制
廃
止
や
全
国
一

律
適
用
を
提
案
予
定
で
あ
る
と

　
新
型
コ
ロ
ナ

の
感
染
が
拡
大

し
て
い
た
時
期

に
、
医
療
従
事

者
や
飲
食
店
な

ど
が
事
実
と
異

な
り
、
い
わ
れ

の
な
い
差
別
的

言
動
を
う
け
て

い
た
事
態
を
重

視
し
、
人
権
擁

護
を
強
化
し
よ

う
と
六
月
二
五

日
、
山
形
地
方

法
務
局
に
対
し

「
コ
ロ
ナ
禍
に

回
答
し
ま
し
た
。

　
お
昼
の
時
間
に
は
、
山
交
ビ

ル
前
で
ア
ピ
ー
ル
行
動
も
実
施
。

勝
見
議
長
や
、
県
医
労
連
の
上

田
潤
書
記
長
ら

が
ハ
ン
ド
マ
イ

ク
で
訴
え
、
最

賃
一
五
〇
〇
円

を
求
め
る
請
願

署
名
や
生
活
に

必
要
な
時
給
額

を
問
う
シ
ー
ル

ア
ン
ケ
ー
ト
に

取
り
組
み
ま
し

た
。
東
京
か
ら

山
形
に
移
住
し

た
と
い
う
六
〇

代
の
女
性
は
東

京
と
山
形
の
最

賃
額
を
比
較
し

「
物
価
も
そ
れ

ほ
ど
違
わ
な
い
の
に
、
時
給
が

二
〇
〇
円
以
上
も
低
い
と
聞
い

て
び
っ
く
り
し
た
」
と
語
っ
て

い
ま
し
た
。

お
け
る
人
権
擁
護
の
強
化
を
求

め
る
要
請
」
を
行
い
ま
し
た
。

勝
見
議
長
ら
が
法
務
局
を
訪
れ
、

要
請
書
を
手
交
し
懇
談
し
ま
し

た
。

　
要
請
で
は
、
▼
法
務
省
の
人

権
擁
護
の
相
談
窓
口
等
の
周
知
・

普
及
に
努
め
る
▼
Ｓ
Ｎ
Ｓ
上
の

誹
謗
・
中
傷
な
ど
へ
の
適
切
な

対
応
▼
Ｄ
Ｖ
で
母
子
が
避
難
し

て
い
る
場
合
等
の
特
別
定
額
給

付
金
の
受
け
取
り
な
ど
へ
の
相

談
等
の
対
応
、
の
三
項
目
。

　
法
務
局
側
は
人
権
擁
護
の
相

談
対
応
な
ど
、
引
き
続
き
周
知

に
努
め
た
い
と
回
答
し
ま
し
た
。

東北・北海道 最低賃金統一行動
中小企業支援拡充し、最賃引き上げを！

労
働
局
と
県
に
要
請

コロナ禍、人権擁護の強化を

山形地方法務局に要請


